第３２回「あすなろ夢建築」大阪府公共建築設計コンクール

総評　審査委員長　岩田　章吾　（武庫川女子大学　生活環境学部　生活環境学科　教授）
本年度も多数の魅力的な応募をいただきました。高校生の部である第1部と専修生等の部である第2部のそれぞれから
多数の応募があったことは喜ばしい限りです。本コンクールの価値が広く知られた証であると思います。
本年は、公園内の花と緑のスクエアの一角に休憩所の提案を求めるもので、休憩所としての機能とともに、スクエアとの
関係をどうとらえるかも重要な点でした。公園に新たに建てられる施設として、公園を訪れる人に喜ばれる、利用されるための魅力の有無が評価のポイントとなりました。スクエアの一角という条件が、少し課題を難しくしていたように思いますが、数多くの応募案にユニークな形態や仕組みの提案があり、とても喜ばしく思います。入選した作品は、いずれも、形態やその仕組みにおいて従来とは異なる新しい公園の休憩所の可能性を垣間見せてくれるものでした。
当設計競技は、実施を前提としています。そのため、コストや安全性、維持管理の容易さなどが審査の要因となります。
しかし、同時にそのことが、応募者の自由でのびやかな発想を妨げることがあってはならないとも考えています。新しい価値を生み出す自由で豊かな発想を、いかに実現可能なものとするか、その点にしっかりと取り組んでほしいと思います。難しいコンペですが、皆さんの一層の頑張りに期待します。
最後になりますが、本紙面を拝借して、入賞された皆様へのお祝いと、このコンクールに作品を提出された皆様、そしてそのご指導に当たられた先生方のご努力に対する御礼を申し上げます。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（グランプリ） EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(かじた),梶田) EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(みず),瑞)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(き),稀)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
シンプルであるが６つの様々な大きさ、高さの箱を並べることで、様々な形での休憩が可能な場を作り出している。立ち寄ってみたいと思わせる、形態的ユニークさと、多様な利用の仕方を想像させる場の作りこみを、管理上の懸念の少ない形で実現している点を評価しグランプリとした。
（準グランプリ）　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(いのうえ),井上)　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(にいな),仁唯奈)
園内での人の動きをよく考え、それをこの場所に滞在するベンチとして形態化した案であり、シンプルで美しく、風や日差しも考慮して計画している点も評価できる。
しかし、大きな壁面が背後に死角を生み出す可能性がある点が懸念点となり、グランプリには至らなかった。
（優秀作品賞）　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(さかみち),坂道)　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ゆき),幸)
ピッチを変えながら連続する木の柱と屋根はシンプルで非常に美しい。また、場所性に応じたアクティビティを
提案している点についても評価できるが、庭園外方向に設置しているベンチが暗い雰囲気になってしまうなど、中央のステージやスクエアとの関連性の薄さが気になった。
（優秀作品賞）　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(こうさい),香西)　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ななこ),菜々子)
サイズが異なる正方形の板を積層させることで、ベンチなどの家具から建築まで断続的に展開させ、変化にとんだ空間を生み出しているところが良い。造形性や、場に与える影響など評価できる点が多いが、耐候性に関して懸念があり、また、もう少し造形と構造を関連させてほしかった。
（佳作）　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(かわせ),河瀬)　りか
木材を使いながら庭園デザインにあった洋風のイメージが感じられ、周辺の風景を見せる休憩施設として、落ち着いた佇まいが　提案されている点が評価できる。形態も洗練されており、作者の力量の高さをうかがえるが、建築としてのまとまりが強い分、中央のステージやスクエアとの関連が薄くなってしまっている。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（佳作） EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(いっしき),一色) EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(かの),果乃)・EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(さかぐち),坂口) EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ひろと),大斗)
ハニカム構造が斬新で面白く、筒状の形態を利用したイベントでの使い方も提案しており、多様なシチュエーションにより　異なる風景が見れる点が魅力的であるが、日常的な使われ方にももう少し提案があればよかった。また、提案の壁で屋根を支えることができるのか不安な面がある。
（佳作）　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(たなか),田中) EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(そう),創)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(うん),雲)
場所のイメージを反映した曲線のベンチとランダムに配された屋根による構成が楽しい案である。計画地だけでなく公園全体を設計の対象としている視点が素晴らしかった。しかし、雨天時に屋根の雨水が他の屋根の下に流れ込むといった機能的な懸念点があった。
（奨励賞） EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(もり),森)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ひろ),広) EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(たお),多雄)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(と),登)
2棟に分割された休憩施設に挟まれた空間において樹木を
植栽することにより、両側のケヤキと相まって、一体的なイメージを形成している。現状のアーチを引き継ぐようなデザインであるが、足元のギリシャ建築の柱を思わせる支柱のデザインに疑問が残った。
（奨励賞） EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(わだ),和田) EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(とも),智)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ひさ),久)
プレゼンテーション能力が高く、ひときわ目を引く美しい行灯のような作品。夜間利用をメインに押し出し、美しい夜景をしっかり提案できており、遠方からも行ってみたいと思わせる力がる。一方で、昼間の見え方や木の成長が考慮されていない点が気になった。
（奨励賞）　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(にしな),仁科) EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(み),美)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ゆう),優)
様々なシーンの利用形態を考え、３種類の休憩所が織りなす空間が面白く、木の葉をモチーフにして作り出した形態の造形　センスを評価した。管理上の懸念として、公共の公園では死角がないことが求められており、そこを解決できればより良い
作品に仕上がったと思われる。
